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沿革

昭和13年3月 南高来郡深江村に長崎県種馬育成場創設
昭和21年12月  長崎県種鶏場創設
昭和26年6月 飼養形態の変遷に伴い島原種畜場と改称
昭和28年9月 深江村から現在地（経営伝習農場跡地）へ移転
昭和36年7月 機構改革により島原種畜場に島原畜産センター及び大村種鶏場に大村種鶏センターを併設し、試験研究を推進
昭和46年4月 機構改革に伴い総合農林試験場畜産部として発足（旧畜産部、島原種畜場、大村種鶏場を統合）
昭和48年4月 機構改革により畜産試験場として独立
昭和57年4月 組織改正により養鶏分場（大村市）を畜産試験場本場へ移転統合
平成元年3月 生物工学研究棟を設置
平成15年4月 県内7試験研究機関を統括する政策調整局所管となる。組織改正により5科体制（酪農科、肉用科、草地飼料科、

  養豚科、養鶏科）から3科体制（畜産環境科、大家畜科、中小家畜科）へ
平成16年4月 畜産環境科を企画・環境科へ変更
平成18年4月 科学技術振興局へ移管
平成21年4月 3試験場（総合農林、果樹、畜産）を再編統合し農林技術開発センターを設置（7研究部門と1管理部門 に再編）。

畜産研究部門として、研究調整室、大家畜研究室、中小家畜・環境研究室を設置
平成23年4月 科学技術振興局の再編に伴い、農林部へ移管

組織構成 （令和6年4月1日現在：48名）

敷地 (ha) 

総面積 37.7

建物 5.2

飼料畑
（うち放飼場）

14.3
(1.6)

山林 13.7

農業大学校用地 3.1

公衆用道路他 1.4

自然条件

年間降水量 2,052mm

最高気温 31.9℃

最低気温 0.3℃

平均気温 15.4℃

立地、位置図

1.所在地 長崎県島原市有明町湯江丁3600番地
2.標高及び傾斜 120m、北北東
3.経緯度 東経130°20’ 北緯32°51’

敷地・自然条件

土壌

地目 畑

母材 非結晶火成岩（火山岩）

土性 埴壌土

pH 6.3（H2O）

リン酸吸収係数 2750

乳用牛 12頭

肉用牛 120頭

豚 169頭

鶏 1003羽

家畜飼養頭羽数

(令和6年4月1日現在)

畜産研究部門長 研究調整室

大家畜研究室

研究員1名 事務吏員2名
運転手1名（会計年度職員）
庁務員1名（会計年度職員）

研究員8名 畜産技術20名
（うち会計年度職員12名）

中小家畜・環境研究室

研究員4名 畜産技術10名
（うち会計年度職員3名）

所 長

（諫早市）

（畜産研究部門総合研究棟）

（センター一般公開での
動物とのふれあい）



研究調整室
■畜産関係の試験研究の調整

■ 畜産技術相談窓口

■ 総務事務等

試験研究の目標 理念

夢や希望のあるま
ち、持続可能な地
域を作る

地域で活躍する人
材を育て、未来を
切り開く

力強い産業を育て、
魅力あるしごとを生み
出す

長崎県総合計画
チャレンジ２０２５

基本理念：人、産業、地域が輝くたくましい長崎県づくり

（一般公開） （成果報告会・研修会等）

「次代につなげる魅力ある農林業と活力ある農山村を実現する生産から消費にいたる
革新的な農林業技術の開発」

農林技術開発センターは、本県農林業を次代につなげ、若者に選ばれる魅力ある農林業を実現する品種の
育成や高品質化、多収化、低コスト化などの技術開発による生産性向上を図るとともに、農山村における所得
確保が可能な営農体系の確立支援や農村ビジネスの創出などによる集落の維持、強化や移住・定住人口の拡
大を図り、農山村集落の活性化を推進する。

長崎県農林技術
開発の推進構想

基本理念
「次代につなげる魅力ある農林業と活力ある農山村を実現する
生産から消費にいたる革新的な農林業技術の開発」

●地球温暖化に対応した品種の育成や安定生産技術、病害虫管理技術の開発
●スマート農林業等生産性や品質を向上させる生産技術の開発およびオリジ
ナル品種の育成
●機能性等に着目した高付加価値商品の開発や素材となる農作物の育種技術、
栽培技術の開発
●中山間・離島に対応した営農体系の確立および環境保全型農業技術の開発

第3期ながさき
農林業・農山村
活性化計画

◆基本理念
若者から「選ばれる」、魅力ある農林業･暮らしやすい農山村の実現を目指す

◆基本目標
        農林業の生産性向上等により産地の維持･拡大を実現する

        多様な住民が活躍し、支えあう持続可能な集落を実現する

産地対策

集落対策



大家畜研究室

肉用牛及び乳用牛の飼養管理技術の改善、バイオテクノロジーによる高能力牛の作出、
草地・飼料作物の生産・利用技術の開発を行っています。

■ 「長崎和牛」ブランド強化に向けた高品質な牛肉生産技術

■肉用牛の早期肥育技術

■乳牛の生産性向上のための飼養管理技術

■受精卵移植技術を活用した効率的生産技術

■放牧草地の造成技術

■飼料作物の生産・貯蔵・給与技術

■未利用資源の飼料化・給与技術

（繁殖雌牛の長期不受胎化予測および受胎支援システムの構築）

（黒毛和種経産牛肥育技術の開発）

（ヒト用自己血液成分測定器に適用できる
牛用ランセット針および測定センサーの開発）

（長崎型新肥育技術に対応したTMR体系の開発）

（牧草・飼料作物品種選定試験）



中小家畜・環境研究室

安全・安心でおいしい豚肉生産技術の開発、長崎固有の在来種「対馬地鶏」を活用した食味の
良い特産鶏や高品質な鶏卵鶏肉の開発、資源循環に根ざした家畜排せつ物の処理技術の確立
試験に取り組んでいます。

■養豚安定生産技術

■良質鶏卵・鶏肉の生産技術

■地域未利用資源を活用した特殊卵および豚肉の安定生産技術

■家畜排せつ物の処理技術

（ニワトリ新規ゲノム育種マーカーの開発、
対馬地鶏の「遺伝資源保存））

（低コスト飼料および繊維分解酵素を活用した
豚肉生産技術の開発）

（豚ぷん堆肥ペレットの広域流通促進シ
ステムの開発・実証）

（高度排せつ物処理技術の開発）

（対馬地鶏を活用した鶏肉生産）

（ＩCＴ技術を活用した養豚管理システムの確立）
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